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イラスト  信濃八太郎　　タイトルデザイン  片山中藏
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5.4多摩市民館・大ホール
小田急線「向ヶ丘遊園」駅 北口より徒歩5分

14:30開場 15:00開演日

2025年

3月13日（木）10:00～11:45　
新百合トウェンティワンホール・多目的ホール

特別
講演会

オペラ『あん』の原作・台本作家
ドリアン助川氏による講演会



オペラ『あん』
紹介動画オペラシアターこんにゃく座公演  オペラ『あん』

2025年5月4日（日） 14:30開場 15:00開演
多摩市民館・大ホール（小田急線「向ヶ丘遊園」駅北口より徒歩5分）

※未就学児入場不可 ※車いす席あり。介助犬の同伴可。介助者１名無料。
いずれもこんにゃく座へお電話でお申し込みください。

オペラ『あん』の原作・台本作家
ドリアン助川氏による講演会
2025年3月13日（木）10:00～11:45
新百合トウェンティワンホール・多目的ホール
（小田急線「新百合ヶ丘」駅より徒歩2分）
参加費：1,000円 

こんにゃく座は1971年創立以来
新しい日本オペラの創造と
上演活動をしています

人には言えない過去を持ち、借金を返すために
どら焼き屋〈どら春〉の店長として働く千太郎。
店で働きたいと訪ねてきた徳江の作る「餡（あん）」の美味しさに驚き、
雇うことにするが、徳江がハンセン病患者だという噂が広まり…。
千太郎と徳江はお互いの存在に影響を受けつつ、
あらたな一歩を踏み出そうとする姿が描かれます。
研ぎ澄まされた声と楽器（ピアノ、クラリネット）のアンサンブルが
とても美しい、心を打つオペラです。

オペラ『あん』はこんにゃく座創立50周年記念〈第3弾〉企画として2022年2月に初演し、翌年よりツアーを開始、今回初の川崎市での一般公演となります。
原作はドリアン助川の同名小説「あん」。2015年には映画化、小説は現在20言語以上に翻訳され、世界中の人々の心に灯をともしてきました。

どんな人生であっても、そこには生きる意味があるという、究極的なメッセージが込められています。
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徳江
梅村博美

森山
相原智枝

千太郎
島田大翼

奥さん
豊島理恵

ワカナ
熊谷みさと

美咲
沖 まどか

あかり
小田藍乃

どんぐり
泉 篤史

クラリネット
橋爪恵一

ピアノ
入川 舜

オペラシアターこんにゃく座 TEL.044-930-1720（平日10時～18時）

チケットサイト  https://konnyakuza.tstar.jp/

特別講演会

オペラ『あん』と講演会のセット券があります。
一般4,500円　U25（25歳以下）2,500円

写真　前澤秀登

〈全席指定〉一般4,000円、U25割（25歳以下）2,000円

チケットサイト


